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Ⅰ新技術の解説

１要旨

乾田直播栽培における「あきたこまち」の早期播種（4月2半旬）適応性について検討した。

(1) 播種量を0.8㎏/aとすると「あきたこまち」は、「ひとめぼれ」より苗立ち数が多く、出芽揃いまでの日
数が短い。また、早期播種（早播）しても苗立ち数140本/㎡（目標苗立ち数の７割）が確保できる（図
１）。

(2) 「あきたこまち」は、「ひとめぼれ」より乾田直播栽培における品質が良好であった。また、早播「あき
たこまち」は標準播種より登熟歩合が高く、収量も増加した（表１）。

(3) 早播の「あきたこまち」は、出穂期が８月３半旬となり、成熟期は移植栽培の「ひとめぼれ」と「コシヒ
カリ」の間になった（表２）。

(4) 「あきたこまち」の刈り取り適期は、１等格付けとなる積算気温950～1,150℃間であった（図２）。

(5) 乾田直播栽培の「あきたこまち」は、移植栽培より生育が遅れる。このため、夏期高温年には、８月
上旬の高温に遭わず品質が良好であった（表３）。また、冷害年では、７月下旬の低温を回避し不
稔発生が少なかった（表４）。

２期待される効果

(1) 播種作業を４月２半旬から始めることができ、移植水稲や他作目との春作業の競合を回避すること
ができる。

(2) 成熟期が移植栽培の「ひとめぼれ」と「コシヒカリ」の間になるので、大規模稲作農家や受託組織に
おける秋作業の分散による収穫作業期間の拡大が期待できる。

(3) 平坦部で作付けされる「あきたこまち」の高温障害や障害不稔の発生を軽減する栽培法として有効
である。

３適用範囲

浜通りおよび中通り平坦部での乾田直播栽培

４普及上の留意点

(1) 播種量は0.8㎏/aとする。

(2) 乾田期間中に圃場が乾燥した場合は適宜フラッシング（通水）を行う。また、降雨等による停滞水が
できないようにする。

(3) 播種から出芽まで38日程度畑状態が続くので、基肥には緩効性肥料を用いる。

(4) 「あきたこまち」は、いもち病抵抗性が「やや弱」なのでいもち病の発生に注意する。
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